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②河川形態の解説 

 

（１）河川形態 

河川生態学からみた河川形態の分類としては、可児藤吉(かにとうきち)が提案した区分が一般に用

いられている。可児は平水時における流路を、水深、流速、河床材料などの状態から瀬と淵に分類し、

さらに瀬を平瀬と早瀬に分けた。そして、1 蛇行区間に出現する淵、平瀬、早瀬と連なる 1 組を川の単

位形態とみなした。 

一般に、河川の上・中・下流で、瀬・淵は次のように出現するといわれている。また河床勾配が連続

的に変化する場合は、移行型である Aa-Bb 型、Bb-Bc 型が存在する。 
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［1 単位形態における瀬・淵の存在状況］ 

A：1 蛇行区間に瀬・淵が複数存在 

B：1 蛇行区間に瀬・淵がひとつずつ存在 

［淵から瀬への移行の仕方］ 

ａ：段差を持って淵に落ち込む 

ｂ：泡立ちながら、淵に流れ込む 

ｃ：波立たずに、淵に移行する 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

図 3 河川形態の分類 

<http://www.jfa.maff.go.jp/j/press/arc/pdf/071805.pdf> 

 

 

１）上流域 

1 蛇行区間に瀬と淵が複数個存在する。瀬から淵への移行は段差を伴い、ステップ・アンド・プー

ル状となる。蛇行区間では、直線的な区間よりも大きな淵(後述の MS 型の淵)がみられる。これは河

川生態学でいう Aa 型に相当する。さらに Aa 型については、源流部でみられるものを Aa(Ⅰ)型、渓

流部でみられるものを Aa(Ⅱ)型として区分する。 

２）中流域 

通常、1 蛇行区間に 1 組の瀬と淵が存在する。瀬から淵への移行は、流速が増しかつ水深が浅

い流れ(平瀬)となり、ついで波立つような早瀬が発生する。河川生態学でいう Bb 型に相当する。 

中流域の典型的な河道では、1 蛇行区間に瀬と淵が、淵→平瀬→早瀬→淵の順に出現し、それ

らが連続することによって流路が形成されている。このように早瀬と淵が連続して現れている区間は、

魚類にとって餌の供給と休息場の提供という視点から生態学的に重要である。ただし、常にこのよう

な順に瀬と淵が並ぶわけではなく、例えば、早瀬の下流側が直線的となっている場合は、深掘れが

生じにくいので、淵がほとんどなかったり、水深が浅く小規模な淵が認められるのみで、その下流側

に長い平瀬が出現するような場合もある。 
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図 4 中流域における典型的な瀬・淵の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 平瀬から早瀬に移行する河道区分の例 

 

３）下流域 

全体的に水深が深くなり流速も小さくなるので、目視による瀬・淵の判別は困難となる。しかしなが

ら、出水時の水衝部などには上・下流に比べて相対的に水深の深い部分、すなわち淵が明らかに

存在している。瀬から淵へは波立たずに移行する。河川生態学でいう Bc 型に相当する。ただし急流

河川では河口付近まで Bb 型で Bc 型がほとんど存在しない河川もある。 
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図 6 下流域にみられる淵(黒く塗りつぶした部分) 

 

 

（２）瀬・淵の区分方法 

１）瀬 

一般に早瀬については、各部に次

のような名称が与えられている。 

(ア) 瀬頭: 瀬の入り口。 

(イ) 瀬尻: 瀬の終わり。 

(ウ) 流心: 瀬の流れが集中し、流速が

速い部分。 

(エ) 瀬わき: 河岸の部分で、流れも遅

い部分。浅瀬とよぶことも

ある。 

図 7 早瀬の各部の名称 

 

２）淵 

淵は平水時に上・下流に比べて水深が

深く、流速が緩い部分の総称であり、一般

には淵の各部分に次のような名称が与えら

れている。 

(ア) 淵頭: 淵の入り口で深みの始まる上流

端。表面流速は速いが、下流に

かけて急に小さくなる。早瀬で

発生した泡が表面をすべるよう

に流れる。水深は急に深くなる。 

(イ) 淵尻: 淵の出口で深みの終わり。 

(ウ) 深場: 洪水流や人為的な影響によっ

て形成された深みで、周囲より

も相対的に深い部分。 

図 8 淵の各部の名称 
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○M 型の淵 

M 型の淵では、淵頭と淵尻に着目し、流速の変化と縦断的な水深の変化としての水面形態を

注意深く観察し、上・下流方向の区域設定を行う。上・中流域の M 型の淵では、淵頭は泡を伴っ

た早瀬の落ち込みの部分が目安となり、比較的容易に区分することができる。一方、淵尻の下流

には平瀬が出現することが多く、平瀬との境界を淵尻とみなす。平瀬は前述のように、しわのような

波、沈み石といった特徴が確認できるので、流速の変化と合わせて淵の区域設定の判断を行う。

また、流れが岩盤より離れて、水衝部側に砂洲の形成されるところを淵と平瀬との境界の目安とす

ることもできる。大規模な淵では、中程度の深さで流速のほとんどない河川生態学でいう“とろ”と

いう部分が認められることがあるが、ここでは“とろ”を含めて淵として区分する。 

なお、M 型の淵を横断的にみると、内湾部(水裏部)には“かけあがり”という部分があり、深場か

ら内湾部の岸よりにかけて水深が浅くなるような部分がある。横断的にはこの部分を含めて水面幅

すべてを淵の区域とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 淵と平瀬の境界付近に形成される砂州   図 10 横断方向にみた淵の範囲 

 

○R 型の淵 

R型の淵は他の淵に比べてその規模が小さい。また、R型の淵では、他の淵と異なり、表面流速

が周囲よりも速いこともある。従って、流速だけでは判断せずに、流水や障害物の状況、そして現

場で観察された表面流速の状況などから淵が形成されているかどうかを判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 R 型の淵平面図           図 12 R 型の淵断面図 

 

資
料
編 

②
河
川
形
態
の
解
説 

R型の淵

水衝部側に砂州
が形成される 

早瀬

平瀬 

淵

深場

M型の淵の範囲 

かけあがり 



 

173 

○S 型の淵 

S 型の淵では、淵頭については小さな滝あるいは堰や床固めで区分されることから、明確に区

域設定が可能である。 

淵尻は、上流域では下流側にわずかの平瀬を伴い連続して S 型の淵が続くので区域の設定

は容易である。堰や床固めの直下にある S 型の淵の場合も、洪水時に洗掘された河床材料がそ

の下流側に堆積されることから比較的容易に区分できる。 

  

  

 

 

 

 

 

 

図 13 上流域にみられる S 型の淵      図 14 堰下流にみられる S 型の淵 

 

○D 型の淵 

D 型の淵の淵尻は河川横断施設の部分であり、明確に区域設定ができる。上流側は、通常、平

瀬となっており、淵との境界の設定は難しく、水深、流速、河床材料の変化などに注意して淵の区

域を設定する。なお、河川横断施設の上流に土砂が堆積して平瀬状になっていたり、M 型の淵

が連なり、MD 型の淵となっていることがあるので注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 D 型の淵 

 

 

○O 型の淵 

O 型の淵には一般に流れはほとんどなく、

流速の変化などに基づく区域設定は困難

であるが、盲腸状の独特の形状であるので、

区域の設定は容易である。ただし、水面上

からみた形状が同じでも、水深が浅い場合

には「入江」であり、O 型の淵としない。判

断が難しい場合は「ワンド・たまり」として扱

ってよい。 

 

 

図 16 O 型の淵 
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③外来魚の駆除対策事例 

 

既往文献を参考に次頁から全国における外来魚の駆除事例について整理した。種ごとの対策事例に

ついては以下のとおりであった。 

 

コクチバスの河川における採捕事例 

コクチバスの駆除は青森、岩手、秋田、宮城、福島、新潟などで主に行われており、いずれも本種

が定着している東北～北陸を中心に実施されている。報告事例では投網や刺網による駆除が多く、

採捕を行った主体は漁業協同組合が多い。また、駆除の実施は水が温む春～秋季に行われている

ようである。 

 

オオクチバスの河川における採捕事例 

オオクチバスはコクチバスに比べ生息範囲が広いため、本州、四国、九州の河川で採捕事例が

確認できた。刺網、投網によるものが多いが、人工産卵床を用いた事例も確認できた。採捕はさまざ

まな時期で行われている。 

 

ブルーギルの河川における採捕事例 

ブルーギルを主体にした採捕事例は少ない。多くは、オオクチバスの採捕時の同時採捕や、オオ

クチバス・ブルーギルの採捕として行われているようである。ただし、止水域ではブルーギルを対象と

した採捕はしばしば行われているようである。 
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駆

除
事

業
で

捕
獲

さ
れ

た
外

来
魚

を
処

分
す

る
1
0
0
尾

福
島

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

大
川

●
●

●
H

1
8

6
月

中
旬

●
●

2
成

魚
・
稚

魚
の

駆
除

・
池

干
5
0
尾

生
息

状
況

調
査

オ
オ

ク
チ

バ
ス

・
コ

ク
チ

バ
ス

・
ブ

ル
ー

ギ
ル

ブ
ル

ー
ギ

ル

埋
却

駆
除

事
業

で
捕

獲
さ

れ
た

外
来

魚
を

処
分

す
る

5
0
尾

福
島

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

湯
川

荒
堰

●
H

1
8

6
月

●
●

1
成

魚
駆

除
3
0
尾

生
息

状
況

調
査

コ
ク

チ
バ

ス
焼

却
駆

除
事

業
で

捕
獲

さ
れ

た
外

来
魚

を
処

分
す

る
3
0
尾

福
島

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

大
川

●
H

1
8

6
月

中
旬

●
●

1
成

魚
駆

除
3
0
尾

福
島

県
三

大
字

地
域

資
源

保
全

会
請

戸
川

苅
宿

頭
首

工
取

水
口

付
近

●
H

1
8

5
月

2
6
日

●
1

講
習

全
国

一
斉

ブ
ラ

ッ
ク

バ
ス

防
除

ウ
ィ

ー
ク

新
潟

生
物

多
様

性
保

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
新

潟
加

治
川

中
流

域
：

頭
首

工
下

流
か

ら
高

速
道

橋

●
H

1
7

9
月

2
2
日

●
●

1
4
個

体

頭
首

工
下

手
に

多
数

の
コ

ク
チ

バ
ス

が
い

る
の

が
確

認
で

き
る

が
、

ブ
ロ

ッ
ク

内
に

隠
れ

て
し

ま
う

の
で

刺
網

も
釣

り
も

効
果

が
期

待
で

き
な

い
。

資
料
編 

③
外
来
魚
の
駆
除
対
策
事
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表

 4
 

オ
オ

ク
チ

バ
ス

の
駆

除
事

例
 

オ
オ

ク
チ

バ
ス

1
)2

) 

都
府

県
名

主
催

対
象

河
川

・
湖

沼
等

地
点

詳
細

オ
オ

ク
チ

バ
ス

コ
ク

チ
バ

ス
ブ

ル
ー

ギ
ル

年
度

実
施

時
期

刺
網

投
網

さ
で

網

タ
モ

網 （
手

網
）

押
し

網
定

置
網

セ
ル

ビ
ン

モ
ン

ド
リ

捕
獲

カ
ゴ

釣
り

簗
地

引
網

人
工

産
卵

床

産
卵

床
破

壊

電
気

シ
ョ

ッ
カ

ー
実

施
回

数
内

容
及

び
実

施
状

況
駆

除
目

標
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

方
法

備
考

対
象

魚
種

処
理

量
処

理
方

法
内

容
及

び
実

施
状

況
目

標
量

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
方

法
備

考

新
潟

生
物

多
様

性
保

全
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
新

潟
関

川
水

系

関
川

本
流

（
野

尻
湖

か
ら

の
流

入
河

川
を

含
む

）
、

支
川

、
潟

湖
、

溜
池

群

●
●

●
H

1
8

1
0
月

3
0
日

、
1
1
月

3
、

1
8
、

1
9
、

2
5

日

●
●

●
●

オ
オ

ク
チ

バ
ス

2
0
3

コ
ク

チ
バ

ス
2

ブ
ル

ー
ギ

ル
1
3
3

全
国

一
斉

ブ
ラ

ッ
ク

バ
ス

防
除

ウ
ィ

ー
ク

新
潟

ブ
ラ

ッ
ク

バ
ス

問
題

新
潟

委
員

会
大

通
川

白
根

市
鷲

ノ
木

●
●

H
1
5

5
月

～
1
2

月
、

月
１

回
●

月
１

回
計

８
回

の
調

査
：
述

べ
人

員
６

５
人

オ
オ

ク
チ

バ
ス

計
4
7
4
匹

、
ブ

ル
ー

ギ
ル

計
4
5
8
匹

石
川

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

動
橋

川
、

大
聖

寺
川

●
H

1
8

6
～

1
2
月

●
●

5
成

魚
の

駆
除

生
息

状
況

調
査

成
魚

5
尾

捕
獲

富
山

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

庄
川

●
H

1
8

6
～

1
0
月

●
1
0

1
7
9
尾

を
駆

除
し

た
4
0
0
尾

駆
除

し
た

バ
ス

の
計

数

岐
阜

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

津
保

川
●

H
1
8

1
1
月

●
●

1
駆

除
方

法
に

掲
げ

た
漁

法
に

よ
る

成
魚

の
駆

除
を

行
う

1
0
0
尾

生
息

状
況

調
査

大
阪

淀
川

河
川

事
務

所
・
大

阪
府

水
生

生
物

セ
ン

タ
ー

淀
川

●
H

1
7

●
●

●

兵
庫

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

千
種

川
●

H
1
8

1
～

3
月

●
2
5

成
魚

の
駆

除
3
5
0
kg

生
息

状
況

調
査

等
オ

オ
ク

チ
バ

ス
3
0
0
kg

焼
却

町
営

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

で
処

理
3
5
0
kg

目
標

値
の

達
成

兵
庫

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

加
古

川
●

●
H

1
8

2
～

3
月

●
●

2
0

成
魚

及
び

稚
魚

の
駆

除
3
0
0
kg

生
息

状
況

調
査

等
オ

オ
ク

チ
バ

ス
・
ブ

ル
ー

ギ
ル

焼
却

町
営

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

で
処

理
3
0
0
kg

目
標

値
の

達
成

兵
庫

県
加

古
川

漁
協

加
古

川
水

系
中

・
下

流
部

全
域

●
H

1
7
年

度
ア

ン
ケ

和
歌

山
全

国
内

水
面

漁
業

協
同

組
合

連
合

会
紀

ノ
川

●
H

1
8

1
2
～

2
月

●
1
0

河
川

や
ワ

ン
ド

に
仕

掛
け

成
魚

を
駆

除
す

る
1
0
0
0
尾

以
上

釣
り

人
等

へ
の

聞
き

取
り

調
査

オ
オ

ク
チ

バ
ス

埋
却

駆
除

事
業

で
捕

獲
さ

れ
た

外
来

魚
を

埋
却

処
分

す
る

1
0
0
0
kg

目
標

値
の

達
成

岡
山

県
高

梁
川

漁
協

、
新

見
漁

協
高

梁
川

倉
敷

市
船

穂
町

水
江

地
先

●
●

H
1
4
,1

6
,1

7
●

2
0
人

/
回

H
1
8
年

度
ア

ン
ケ

和
歌

山
全

国
内

水
面

漁
業

協
同

組
合

連
合

会
有

田
川

●
H

1
8

1
2
～

2
月

●
1
0

河
川

や
ワ

ン
ド

に
仕

掛
け

成
魚

を
駆

除
す

る
1
0
0
0
尾

以
上

釣
り

人
等

へ
の

聞
き

取
り

調
査

オ
オ

ク
チ

バ
ス

埋
却

駆
除

事
業

で
捕

獲
さ

れ
た

外
来

魚
を

埋
却

処
分

す
る

1
0
0
0
kg

目
標

値
の

達
成

岡
山

県
岡

山
淡

水
魚

研
究

会
、

岡
山

自
然

を
守

る
会

旭
川

下
流

域
、

百
間

川
、

瓜
生

川
H

1
8

5
月

1
6
日

、
1
9
日

、
2
1
日

―
2
8
日

●
1

講
習

全
国

一
斉

ブ
ラ

ッ
ク

バ
ス

防
除

ウ
ィ

ー
ク

島
根

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

江
川

本
流

●
●

H
1
8

5
月

●
3

刺
網

3
0
m

に
よ

る
成

魚
の

駆
除

を
行

う
5
0
尾

生
息

状
況

調
査

等

島
根

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

西
城

川
、

馬
洗

川
、

可
愛

川
●

●
H

1
8

周
年

●
●

●
4
0

成
魚

の
駆

除
8
0
0
0
尾

生
息

状
況

調
査

等

島
根

県

江
の

川
漁

業
協

同
組

合
、

三
次

観
光

協
会

、
三

次
河

川
国

道
事

務
所

河
川

管
理

課

江
の

川
水

系
馬

洗
川

（
三

次
市

十
日

市
他

）

十
日

市
親

水
公

園
内

、
鵜

飼
い

乗
船

場
、

ワ
ン

ド

●
●

H
1
5
,1

6
●

●
3

1
5
年

度
1

回
、

1
6
年

度
2
回

H
1
7
年

度
ア

ン
ケ

山
口

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

厚
狭

川
●

H
1
8

9
～

1
0
月

●
2

堰
堤

の
上

流
部

に
刺

網
を

仕
掛

け
成

魚
を

駆
除

す
る

5
0
尾

組
合

員
及

び
遊

漁
者

か
ら

の
情

報

山
口

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

粟
野

川
●

H
1
8

1
0
月

●
7

成
魚

の
駆

除
5
0
尾

組
合

員
及

び
遊

漁
者

か
ら

の
情

報

山
口

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

木
屋

川
●

H
1
8

9
月

・
1
1
月

●
3

成
魚

の
駆

除
3
0
0
尾

組
合

員
及

び
遊

漁
者

か
ら

の
情

報

資
料
編 

③
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ブ
ル

ー
ギ

ル
1
)2

) 

表
 
5

 
ブ

ル
ー

ギ
ル

の
駆

除
事

例
 

都
府

県
名

主
催

対
象

河
川

・
湖

沼
等

地
点

詳
細

オ
オ

ク
チ

バ
ス

コ
ク

チ
バ

ス
ブ

ル
ー

ギ
ル

年
度

実
施

時
期

刺
網

投
網

さ
で

網

タ
モ

網 （
手

網
）

押
し

網
定

置
網

セ
ル

ビ
ン

モ
ン

ド
リ

捕
獲

カ
ゴ

釣
り

簗
地

引
網

人
工

産
卵

床

産
卵

床
破

壊

電
気

シ
ョ
ッ

カ
ー

実
施

回
数

内
容

及
び

実
施

状
況

駆
除

目
標

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
方

法
備

考
対

象
魚

種
処

理
量

処
理

方
法

内
容

及
び

実
施

状
況

目
標

量
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

方
法

備
考

山
口

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

佐
波

川
●

H
1
8

7
月

・
8
月

●
5

成
魚

の
駆

除
2
0
0
尾

組
合

員
及

び
遊

漁
者

か
ら

の
情

報

山
口

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

島
田

川
●

H
1
8

7
月

・
1
1
月

●
成

魚
の

駆
除

1
0
0
尾

組
合

員
及

び
遊

漁
者

か
ら

の
情

報

山
口

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

小
瀬

川
●

H
1
8

5
月

●
成

魚
の

駆
除

2
0
尾

組
合

員
及

び
遊

漁
者

か
ら

の
情

報

山
口

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

椹
野

川
●

●
H

1
8

4
月

・
6
月

・
1
1
月

●
3
0

卵
の

駆
除

成
魚

1
2
0
0

尾
、

卵
2

万
粒

組
合

員
及

び
遊

漁
者

か
ら

の
情

報

福
岡

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

筑
後

川
●

●
H

1
8

周
年

●
7

舟
で

刺
網

を
設

置
、

成
魚

の
駆

除
を

行
う

2
0
kg

生
息

状
況

調
査

等
オ

オ
ク

チ
バ

ス
・
ブ

ル
ー

ギ
ル

1
5
kg

埋
却

釣
り

大
会

で
捕

獲
さ

れ
た

も
の

を
処

分
す

る
2
2
kg

目
標

値
の

達
成

今
年

は
大

型
化

し
て

い
る

福
岡

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

岩
岳

川
●

●
H

1
8

周
年

●
3

舟
で

刺
網

を
設

置
、

成
魚

の
駆

除
を

行
う

5
kg

生
息

状
況

調
査

等

熊
本

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

球
磨

川
●

●
H

1
8

8
～

1
0
月

●
数

回
オ

オ
ク

チ
バ

ス
・
ブ

ル
ー

ギ
ル

1
5
kg

焼
却

熊
本

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

菊
池

川
●

●
H

1
8

8
～

1
0
月

●
数

回
オ

オ
ク

チ
バ

ス
・
ブ

ル
ー

ギ
ル

焼
却

熊
本

県
菊

池
川

漁
業

協
同

組
合

菊
池

川
●

H
1
7

H
1
7
年

度
ア

ン
ケ

宮
崎

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

祝
子

川
●

H
1
8

4
～

9
月

●
●

2
4

駆
除

方
法

に
掲

げ
た

漁
法

に
よ

り
駆

除
を

行
う

。
8
月

末
現

在
で

5
8

尾
の

バ
ス

を
駆

除
生

息
状

況
調

査
等

8月
末

現
在

20
回

実
施

オ
オ

ク
チ

バ
ス

回
収

・
廃

棄
水

産
試

験
場

及
び

処
理

場
へ

の
持

込

宮
崎

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連

合
会

小
丸

川
●

H
1
8

周
年

●
●

●
1
7

駆
除

方
法

に
掲

げ
た

漁
法

に
よ

り
駆

除
を

行
う

。
8
月

末
現

在
で

5
尾

の
バ

ス
と

1
4
尾

の
カ

ム
ル

チ
ー

を
を

駆
除

生
息

状
況

調
査

等
8月

末
現

在
3回

実
施

オ
オ

ク
チ

バ
ス

回
収

・
廃

棄
水

産
試

験
場

及
び

処
理

場
へ

の
持

込

宮
崎

全
国

内
水

面
漁

業
協

同
組

合
連
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④外来魚の活動時期別の駆除対策方法 

 

（１）活動期の駆除対策方法 

活動期に幼魚、成魚を効率的に駆除することが可能な方法を以下に示す。 

 

表 6 活動期における対策方法(再掲) 

対策方法 実施状況 事例 

①投網  1-1 阿武隈川 p.180 

1-2 福島県外来魚駆除マニュアル(河川版) 

p.1813) 

②刺網  2-1 阿武隈川 p.183 

2-2 福島県外来魚駆除マニュアル(河川版) 

p.1843) 

③定置網 3-1 阿武隈川 p.186 

3-2 伊豆沼・内沼 p.1874) 

④カゴ網  4-1 京都府深泥池 p.1895) 

4-2 淀川・城北ワンド p.1906) 

⑤釣獲 5-1 阿武隈川 p.192 

5-2 阿武隈川 p.193 

5-3 阿武隈川外来魚駆除釣り大会「バス・バ

スターズ」 p.194 

⑥トロール  6-1 琵琶湖 p. 1967) 

参考 

⑦オダ網 

コラム 井の頭恩賜公園 p.94 
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①投網(活動期の駆除対策方法) 

 

概要 ・水中に投げ広げ、網が水底に到達した後、徐々に引き寄せて網をすぼめ、網に入った魚と

ともに網を水中から引き上げて採捕する。 

・投網を用いた採捕事例は数例存在し、また、平成 20、21 年度(2008、2009 年度)に阿武隈

川で行った調査では、瀬で多くの個体を採捕している。 

・投網の使用には一定の技術が必要である。 

・一般的に人影や足音に神経質な大型個体は、投網では採捕されにくい。 

採捕対象 ・コクチバス、オオクチバス、ブルーギルの若魚～成魚に有効 

採捕時期 ・通年行われている。 

採捕場所 ・効果の高い場所は、水深が浅い場所、流れのない所など制限がある。 

事例 ・1-1 阿武隈川 河川 

・1-2 福島県外来魚駆除マニュアル(河川版)  河川 

特記事項 ・比較的多くの場所で用いられている手法であるが、投網の使用に技術が必要なため、採捕

従事者は限定される。 

・夏場に流水域に拡散、生息するコクチバスの当歳魚には特に効果的と考えられる。 

・在来魚の混獲については、特にアユやウグイが考えられるが、ある程度目合を細かくするこ

とで、採捕個体の損傷を防ぐことができると考えられる。 

 

 

 

 
 

投網(とあみ) 
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(活動期の駆除対策方法：投網) 

◇ 事例 1-1：阿武隈川(河川)                                                      

採捕対象 コクチバス 

採捕時期 平成 21 年(2009 年)8 月 14～15 日 

採捕場所 瀬、ワンドなど 

実施主体 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所 

実施状況 ・平瀬、ワンドなど、流速 1m 以下程度で、水深 1m 以浅程度の箇所で採捕を実施した。 

 

投網による採捕状況 

 

実施結果 ・使用した投網のサイズ：目合 18mm、網径約 10m 

・下記の瀬においても当歳魚の捕獲に効果がみられた。 

 

当歳魚の多かった平瀬の河岸付近 

・阿武隈川通年の採捕でコクチバスを計 373 個体採捕した。 

・そのほかオオクチバス 67 個体、ブルーギル 14 個体を採捕した。 

 

特記事項 ・夏季には、10cm 未満の当歳魚が投網で 300 個体程度、複数のハビタットで採捕された。 

・春季には産卵親魚とみられる大型個体も複数採捕されている。 

・腹部が浸かる程度までの水深で打つことができた。 

・採捕者の習熟度により網が開く面積が変わるため、採捕量に差が出る。 
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(活動期の駆除対策方法：投網) 

◇ 事例 1-2：福島県外来魚駆除マニュアル(河川版)3)                                                  

採捕対象 オオクチバス、コクチバス、ブルーギル 

採捕時期 7～9 月ごろ、7 月が最適 

採捕場所 ・水制の脇や、小石がある岸辺でやや流れがある場所。水深 40～120cm、流速 0.2～0.8m/s

程度の場所がよい。 

実施主体 福島県内水面水産試験場 

実施状況 ・水制の脇や、小石がある岸辺で、やや流れのある場所で実施した。 

・岩で流れが変わっている場所がよいポイントである。 

  

  

小石がある岸辺                   水制の脇 

 

 

実施結果 ・目合 12mm を用いると、全長 3cm 程度の小型個体が採捕可能。また、網目に頭部が刺さら

ず、混獲魚の鰓を傷つけずに川へ戻すことが可能とされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投網による平瀬での採捕状況        投網による緩流帯での採捕状況 

 

 

特記事項 ・コクチバスの当歳魚に効果が高い。 
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②刺網(活動期の駆除対策方法) 

 

概要 ・長い帯状での網で、移動する魚の進路を遮るように張り、魚を網にからませて採捕する。 

・多くの箇所で採捕が実施されているが、効果の検証が不十分な事例が多い。マニュアル

事例として福島県外来魚駆除マニュアルが有効と考えられる。阿武隈川でも調査事例が

ある。 

採捕対象 ・コクチバス、オオクチバス、ブルーギルの若魚～成魚に有効 

採捕時期 ・基本的に外来魚の活動が活発な夏季を中心に行う。 

採捕場所 ・設置型の漁具であるため、河川内で使用できる場所は、流れのない所など制限がある。 

事例 ・2-1 阿武隈川 河川 

・2-2 福島県外来魚駆除マニュアル(河川版) 河川 

特記事項 ・漁獲としてはあまり多くは望めない。 

・在来魚の混獲が問題となる。 

・混獲に関し、コクチバスでは日の出から日没までの間に全漁獲数の 86%が罹網し、フナ・コ

イの 90％以上が日没から日の出の間に罹網したデータがあり、日中のみに設置すること

で、ある程度混獲を避けることができる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刺網(さしあみ) 
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(活動期の駆除対策方法：刺網) 

◇ 事例 2-1：阿武隈川 (河川)                                                      

採捕対象 コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 冬季をのぞく通年 

採捕場所 河川の淵やワンドなど 

実施主体 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所 

実施状況 ・淵やワンドなど流れの無い場所で実施した。 

 

   
刺網設置状況                  刺網回収状況 

実施結果 ・使用した刺網のサイズ：内網目合 60mm、外網目合 150mm、幅約 15m×高さ約 90cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刺し網を設置したワンド 

・阿武隈川での通年の採捕でコクチバス計 74 個体、オオクチバス計 20 個体、ブルーギル計

3 個体を採捕 

 

 

特記事項 ・刺網では冬季以外は、大きく採捕個体数・採捕サイズが異ならないことが特徴的であった。

・採捕数は他の調査に比べて少ないといえる。 
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(活動期の駆除対策方法：刺網) 

◇ 事例 2-2：福島県外来魚駆除マニュアル(河川版)3)                                                          

採捕対象 コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 9 月が採捕に最適 

採捕場所 流れのない場所に設置 

実施主体 福島県内水面水産試験場 

実施状況 ・刺網の設置は、外来魚が活動する昼間とし、午後に回収する。夜間に設置すると混獲魚が

多くなってしまうので避けた。 

 

刺網設置状況 

 

 

実施結果 ・かかり方が甘いと回収時に逃げてしまうことがある。 

・上あごの後端や鰓などに複雑に絡む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

刺網にかかったオオクチバス 

 

 

特記事項 ・時間が経過した採捕個体は斃死しているものが多い。 

・バスの採捕には、日中(夜明け～夕暮れ)での設置が効果的である。 

・夜間に設置するとコイ科魚種の混獲が懸念される。 
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(活動期の駆除対策方法) 

③定置網 

 

概要 ・魚が沿岸近くに来遊する場合に、その進路を遮断して誘導し捕獲するものである。小型の

ものは一人あるいは数人で操業でき作業効率がよく、ブラックバス、ブルーギルの捕獲に

適している。 

・投網、タモ網に比べて個人の技量による差が少ない。 

採捕対象 ・コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 ・活性の高い春～秋 

採捕場所 ・魚類の移動経路に設置 

事例 ・3-1 阿武隈川 河川 

・3-2 伊豆沼・内沼 湖沼 

特記事項 ・宮城県伊豆沼では、オオクチバスを対象に、移動期の稚魚を対象とした夏季、および水温

が低下する冬季に用いられている。 

・阿武隈川の夏季調査で試験的に用いたが、よい結果を得られなかった。これは、コクチバ

ス稚魚の生態的特徴によるところが大きいと考えられる。 

・ダム湖などでは大型の定置網でダム湖の一部を仕切り、貯水位を低下させて、外来魚を採

捕している例がある。 

 

 

 

 
 

定置網(ていちあみ) 
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(活動期の駆除対策方法：定置網) 

◇ 事例 3-1：阿武隈川 (河川)                                                      

採捕対象 コクチバス、ブルーギル 

採捕時期 平成 21 年(2009 年)8 月 14～15 日(日中および夜間に実施) 

採捕場所 瀬、淵 

実施主体 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所 

実施状況 ・瀬、淵の 2 つのハビタットで、日中、夜間の 2 つの時間帯に分けて、採捕を行った。 

 

 

   

定置網設置状況                 定置網回収状況 

実施結果 ・使用した定置網のサイズ：目合 6mm、袋部長さ 3m、袋部径 60cm、袖網幅 1500cm×高さ

90cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開口部を下流に向けて定置網をワンド内に設置 

・2 箇所×2 回の採捕でコクチバス計 11 個体、オオクチバス計 2 個体を採捕した。 

 

 

特記事項 ・10cm 未満の若魚が淵および瀬で採捕されたが、投網と比較すると時間的な効率はよくな

かった。 
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(活動期の駆除対策方法：定置網) 

◇ 事例 3-2：伊豆沼・内沼(湖沼)4)                                                 

採捕対象 オオクチバス 

採捕時期 6 月中旬～下旬 

採捕場所 産卵場の周辺 

実施主体 財団法人 伊豆沼・内沼環境保全財団 

実施状況 ・オオクチバスの稚魚は体長 20mm 以上に成長すると、コイ科の稚魚などを食べるようにな

り、水域全体に分散することが分かったことから、稚魚すくいを行った。 

・伊豆沼では 6 月中旬～下旬に移動がみられるので、その時期に産卵場の周辺に定置網を

設置した。 

 

移動式定置網に入網したオオクチバス稚魚 

(伊豆沼南岸の定置網１ヶ統) 

 

実施結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊豆沼・内沼の景観 

 

・産卵場周辺に定置網を設置すると 1 ヶ統、1 日あたり 10,000 尾以上捕獲された。 

・他の魚類との混獲が少なく、場所と時期を選定して定置網を設置することは、オオクチバス

稚魚の採捕に効果的であった。 

 

特記事項 ・稚魚の採捕ができなくなる時期と、冬季に行う。夏季はほとんど漁獲されない。 

(財)宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 

高橋清孝 
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④カゴ網(もんどり)(活動期の駆除対策方法) 

 

概要 ・餌や陰影により魚を誘導し、漁具の中に魚を迷入させて漁獲する。カゴ網は水中に固定す

る漁具で、流れの緩やかな場所での小型魚の捕獲に適しており、植物体の切れ目や障害

物の周辺などに設置する。 

・物陰に隠れる性質の強いブルーギルの採捕を対象に、さまざまな形式が考案され、効率的

な採捕が行われている。 

・餌を入れなくても、ブルーギルが中に入ることで、これを捕食するためのオオクチバスが採

捕可能なことが知られている。 

・ワンドやたまりなどの止水域でカゴが設置できれば、効率的な採捕が可能と考えられる。 

採捕対象 ・オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 ・活性の高い春～秋 

採捕場所 ・物陰など 

事例 ・4-1 京都府深
み

泥
ぞろが

池
いけ

  湖沼 

・4-2 淀川・城北ワンド 河川 

特記事項 ・下記「遮光型カゴ網」を遮光しないで使用することが有効であることが知られている。 

 

  

遮光型カゴ網 

 

 

オリカゴ「ブルーギル用改良型」 
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(活動期の駆除対策方法：カゴ網(もんどり)) 

◇ 事例 4-1：京都府深泥池(湖沼)5)                                                   

採捕対象 ブルーギル 

採捕時期 4～11 月 

採捕場所 止水域 

実施主体 深泥ヶ池水生生物研究会 

実施状況 ・深泥池では、エリ網(定置網)、投網による採捕が実施されていたが、それらに加え平成 13

年度(2001 年度)より「もんどり」も併用して採捕した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置されたもんどり 

 

実施結果       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もんどりで採捕されたブルーギル当歳魚 

 

・水質への影響を考慮して、餌は入れられていない。 

・エリ網、投網だけの場合と比較して 3.6 倍の個体が採捕された。 

特記事項 ・10 年程度継続した駆除が行われており、その結果ブルーギルの大半(約 98％)を駆除して

いる。 

・主に用いられているのがカゴによる採捕であり、盛期にはカゴひとつで 100 個体以上採捕

できるようである。 

・効率性を検討した結果、約 1 時間設置の後、引き揚げるのがよいことが分かっている。 

竹門康弘竹門康弘竹門康弘

竹門康弘 

竹門康弘

竹門康弘
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(活動期の駆除対策方法：カゴ網(もんどり)) 

◇ 事例 4-2：淀川・城北ワンド (湖沼)6)                                                

採捕対象 ブルーギル 

採捕時期 平成 19 年(2007 年)8 月 7～13 日 

採捕場所 ワンド 

実施主体 淀川河川事務所 

実施状況 ・ワンドごとの実態を把握するため、4 つのワンドについて、隣接するワンドを網で仕切って採

捕を実施している。 

・朝・昼・夕などの区分に分けておよそ 2 時間ずつのサイクルで設置して採捕している。 

    

もんどりの設置             使用されたもんどり 

 

実施結果 

 

ブルーギルの駆除を実施している淀川城北ワンド 

 

・4 箇所のワンドで計 1,578 個体のブルーギルが採捕され、除去法による個体数推定では計

1,569 個体と計算された。 

・採捕されたブルーギルの体長は多くが体長 7～8cm 程度であり、5cm 以下や 13cm 以上の

個体が少なかった。 

 

特記事項 ・ブルーギルの当歳魚は、障害物に集まる性質があるため、沈んだもんどりを隠れ場所とみ

て多くの個体が集まり、採捕されるようである。 

・多くのブルーギルの当歳魚がもんどり内に入ると、これを餌とするオオクチバスが獲れること

がある。 
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⑤釣獲(活動期の駆除対策方法) 

 

概要 ・オオクチバスを対象とする釣りの方法ではルアー釣りが一般的だが、生き餌釣りのほうが効

果的だといわれる。 

・コクチバスには、ミミズ、ウグイなどの小魚、エビ、オキアミなどが有効として知られる。 

・釣りによる採捕は、採捕効率が高くないが、作業は容易に行うことができ、市民参加型の採

捕イベントに用いられることが多い。 

・大型個体を選択的に採捕する手法として期待されている。 

採捕対象 ・コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 ・主に活性の高い春～秋 

採捕場所 ・産卵場所 

事例 ・5-1 阿武隈川 河川 

・5-2 阿武隈川 河川 

・5-3 阿武隈川外来魚駆除釣り大会「バス・バスターズ」 河川 

特記事項 ・釣りは、釣り場所、実施時間帯、仕掛け、餌、個人の技量により採捕効率に大きな差が出る

と考えられる。 

・上記ノウハウの蓄積が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釣獲による採捕 
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(活動期の駆除対策方法：釣獲) 

◇ 事例 5-1：阿武隈川(河川)                                                     

採捕対象 コクチバス、ブルーギル 

採捕時期 平成 21 年(2009 年)8 月 23～25 日 

採捕場所 ワンド内の根固めブロック、木工沈床まわり 

実施主体 財団法人 リバーフロント整備センター 

実施状況 ・ワンド・たまりの木工沈床付近で実施した。 

・餌にはオキアミを用いた。 

  

釣獲調査箇所                    餌のオキアミ 

実施結果 ・伸べ竿 5.4m、仕掛け：市販浮き釣り仕掛け(ブラックバス用)、餌：オキアミ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6：00～7：30 の釣果(1 人)            15：00～16：00 の釣果(1 人)        

・1 人、1 箇所、2 日(朝、夕)でコクチバス 12 個体、ブルーギル 2 個体を釣獲した。 

・時間帯によって採捕率に変動が大きく、日の出・日の入り前後にアタリが集中した。 

・体長 20cm 以下の個体のみが採捕された。 

・5～6 時ころはアタリが多かったが、日が完全にあがり水面を照らす 7 時ごろから食いが鈍っ

た。夕方は 15 時半から日没までよくアタリがあった。 

特記事項 ・1 月(本川水温 3～4℃、ワンドなど水温約 8～10℃

以下)にも補足的に実施したが、アタリはなく、冬

季には向かないと考えられた。 

 

 

 

冬季に試行した釣獲調査 
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(活動期の駆除対策方法：釣獲) 

◇ 事例 5-2：阿武隈川(河川)                                                      

採捕対象 コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 平成 22 年(2010 年)8 月 18 日 

採捕場所 河川の流心、岸辺、構造物(異型ブロック)周辺 

実施主体 財団法人 リバーフロント整備センター 

実施状況 ・夏期の河川において、生き魚およびミミズによる釣獲を実施した。 

・調査は、河川の平瀬における岸辺と流心、構造物(異型ブロック)周辺で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釣りによる採捕状況(異型ブロック周辺) 

実施結果 ・伸べ竿 5.4m、仕掛け：市販浮き釣り仕掛け(ブラックバス用)、餌：ミミズもしくは生き魚(現地

採捕のオイカワ、カマツカなど)。 

・流心(水深 1.3m 程度、砂底の淵)ではアタリなし、岸辺と異型ブロック周辺で釣獲された。 

・特に異型ブロック周辺では、2 歳魚と思われる個体が多数釣獲された。 

 

釣りによる採捕結果 

特記事項 ・投網などが使用できない構造物周辺で有効な手法と考えられた。 

・ブルーギルは歯がするどく、ハリスが切られることが多かった。 

  

種名 エサ 備考 種名 エサ 備考 種名 エサ 備考

1 コクチバス 1 コクチバス

2 ブルーギル 2 コクチバス

3 コクチバス

4 ブルーギル

5 オオクチバス

6 コクチバス

7 ブルーギル

8 コクチバス

9 コクチバス

10 ブルーギル

11 ブルーギル

12 コクチバス

13 コクチバス

14 コクチバス

15 コクチバス

16 コクチバス

カマツカ ・カマツカを使用しても変わらず。・反応なし 3 ― なし

オイカワ
ミミズ

・しばらくたつと、アタリが遠のき、
無反応になる。
・ミミズに変えてみたがアタリな
し。
・急に無反応になったので、スレ
たというより群れがいなくなった印
象。

9:00
～

9:30
3 ミミズ

・3尾が針から外れ、または糸を切られた
・9:00前後より増水し、水草等が流れてきた
・上記と合わせて食いが悪くなり、上流側に移動
しながら探ったが反応なし
・再び最初の場所に戻ると個体が移動したの
か、反応が出た

3 ― なし
オイカワ
ミミズ

・反応なし 2 4 コクチバス2 ― なし
カマツカ
ミミズ

8:30
～

9:00
2 ミミズ ・１尾が針から外れ取り逃がした

・流れがあるため（流速およそ
0.3m/s程度）上流側にエサを
投入し、流下させることをくり
返した
・途中でエサを変更
・いずれも反応なし

1 オイカワ

・流れがあるため（流速およそ
0.3m/s程度）上流側にエサを投入
し、流下させることをくり返した
・エサはオイカワを用いた
・開始後しばらくは毎投入ごとにア
タリがあり、連続で釣獲することが
できた。

3 コクチバス

No.
自然河岸

8:00
～

8:30
1 ミミズ

・当初のエサはSL5cmのオイカワだが、5分程度
で動きが悪くなり付け替えた
・次にSL6cmのコクチバスとしたが、反応なし
・エサをSL5cmのカマツカとし、上記同様の箇所
へ投げ込んだところ反応あり（取り逃がした）
・エサを生きのよいミミズとし、定位しているバス
の前に投入したところ、エサを良く観察した後に
捕食する行動が見られ、採捕にいたった
・以降のエサは生きのよいミミズ（10cm前後で太
め）とした
・２尾バラした

1 ― なし
オイカワ
ミミズ

セット No.
流心部

セット時刻 セット No.
根固めブロック周辺

 

八反田川 

10ｍ×50ｍ 

5ｍ×30ｍ 

5ｍ×15ｍ 

ヤ ナ ギ

群落 

流向 
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(活動期の駆除対策方法：釣獲(外来魚駆除釣り大会)) 

◇ 事例 5-3：阿武隈川外来魚駆除釣り大会「バス・バスターズ」(河川)                            

採捕対象 コクチバス、オオクチバス 

採捕時期 平成 19 年(2007 年)5 月、平成 20 年(2008 年)5 月、平成 21 年(2008 年)6 月 

採捕場所 ワンドなど緩流域 

実施主体 福島河川国道事務所、福島県、阿武隈川漁業協同組合 

実施状況 ・平成 19 年(2007 年)5 月には福島市内外から、約 30 名の小学生とその家族が参加した。 

・開催前に注意事項などを説明し、参加者一人ひとりに指導者をつけるなど、安全面にも配

慮がなされた。 

 

釣り大会の説明状況 

・また大会の後には、講師(福島大学、福島県水産試験場)による外来生物勉強会が行われ

た。 

・プロの料理人が釣った外来魚をさばいてから揚げやフライに調理し、参加者全員で試食す

るなどの取り組みが行われた。 

 

実施結果 ・30 人、2 時間の駆除釣り大会を実施。 

 

釣り大会で採捕された外来魚 

・およそ 2 時間で、コクチバス計 6 個体などを採捕。 

特記事項 ・主催者は安全管理に徹底した配慮を行うことが重要である。 

・参加者には、摂餌量が多いこと、増えすぎて生態系のバランスを崩すことなど外来魚駆除

しなければならない理由を説明し、主旨を理解してもらうことが重要である。 
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⑥トロール(活動期の駆除対策方法) 

 

概要 ・底引き網の一種で網を開口させるための仕組みの違いにより、オッタートロールとビームトロ

ールに主に分けられる。 

・オッタートロールはオッターボードと呼ばれる 2 枚の抵抗板を網の両端に備えており、ビー

ムトロールは網の開口部に支柱が入った形状となっている。 

・船舶をバックで回して採捕する。 

採捕対象 ・オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 ・活性の高い春～秋 

採捕場所 ・河川内で使用できる場所は、河口～下流域の流れが緩く、障害物の少ない所など制限が

ある。 

事例 ・6-1 琵琶湖 池沼 

特記事項 ・在来魚の混獲が問題となる。 

・水草が生育している場所では水草の混入が問題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オッタートロール 

 

 

 

ビーム(支柱) 

オッターボード 
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 (活動期の駆除対策方法：トロール) 

◇ 事例 6-1：琵琶湖(湖沼)7)                                                     

採捕対象 外来魚 

採捕時期 平成 21 年(2009 年)4 月 

採捕場所 琵琶湖沿岸帯 

実施主体 滋賀県水産試験場 

実施状況 ・ビームトロール網のさらなる外来魚捕獲能力の向上や作業性の向上を目的にトロール網の

開口装置であるカイト式オッターボードを作製し、その効果を評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 【成果の内容】 

・オッタートロール網は、曳網速度が 1 ノット前後では開口幅 8m、開口高さ 2m であった

が、曳網速度 1.8 ノットに達すると最大 10m まで開口するものの、開口高は 1m 未満とな

った。 

・水草帯における曳網では、同条件下でも水草による抵抗を受け、開口幅は約 4～8m ま

でと変動し、平均は約 6m であった。 

・4 月に琵琶湖沿岸帯においてオッタートロール網とビームトロール網とをそれぞれ 5 分間

×10 回曳網した結果、一回あたりの値は以下のとおりであった。オオクチバスでは有意

差が認められたが、ブルーギルでは有意差はみられなかった。 

 

外来魚の採捕結果 

 

 

 

【活用面・類意点】 

・トロール漁法としてオッターボートを使用することはビーム長に制限されない漁具開発が

展開できる。 

・今後は、曳網中の安定化、水草混入対策が必要である。 

 

 

特記事項 この調査は水産庁からの委託事業「外来魚抑制管理技術開発事業」の中で行った。 
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（２）繁殖期の駆除対策方法 

活動期の内、繁殖期において卵、稚仔魚及び保護親魚を効率的に駆除することが可能な方法を

以下に示す。 

 

表 7 繁殖期における対策方法(再掲) 

対策手法 実施状況 事例 

①産卵床破壊(踏み

つぶし、覆土、卵付

着礫の除去) 

 

1-1 阿武隈川 p.199～200 

1-2 三春ダム p.2018) 

1-3 灰塚ダム p.2029) 

 

②親魚採捕 

小型の刺網、釣獲 

(今回未掲載である

が、投網による採捕

も考えられる) 

 

 

2-1 福島県外来魚駆除マニュアル(河川版) 

p.2043) 

2-2 伊豆沼・内沼 p.2054) 

2-3 阿武隈川 p.206 

2-4 阿武隈川 p.207 

 

③稚魚採捕 

網(タモ網、サデ網な

ど) 

 

3-1 伊豆沼・内沼 p.2094) 

3-2 阿武隈川 p.210 

参考 

⑤人工産卵床の設

置・除去 

参考事例-1 

伊豆沼・内沼 p.2124) 

参考事例-2 

灰塚ダム p.2139) 

※河川は一般的に、外来魚が産卵を行う砂礫河床が多

く、本手法は、河川で効果が低い可能性が示唆され

ることから【参考】とした。 

 

参考 

④夜間の稚魚採捕

(囲い網) 

 コラム 井の頭恩賜公園 p.99 
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①産卵床破壊(繁殖期の駆除対策方法) 

 

概要 ・ブラックバス類の産卵場所は主に流れの緩やかな水深の浅い礫底であるが、これを除去、

あるいは破壊(踏みつぶしや覆土)することで親魚が産卵床を放棄させ、卵の死滅や在来

魚による摂餌により駆除を実施する。 

・ダム湖などでは、産卵床が形成される時期に水位を低下させ、産卵床を底干しすることによ

り産卵床を破壊する。 

採捕対象 ・コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 ・繁殖期 

採捕場所 ・産卵場所 

事例 ・1-1 阿武隈川 河川 

・1-2 三春ダム 湖沼 

・1-3 灰塚ダム 湖沼 

特記事項 ・河川の場合は人為的な水位操作が困難である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産卵床の除去・破壊による親魚の産卵床放棄 

(それに伴う卵の斃死や捕食) 

 

 

 

 
卵の酸欠死や

カビ発生など 

 在 来 魚 に よ る

卵仔魚の捕食 

産卵床の除去・踏みつぶし 親魚の産卵床の放棄 

産卵床 
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(繁殖期の駆除対策方法：産卵床破壊(踏み潰し等))  

 事例 1-1：阿武隈川(河川)                                                        

採捕対象 コクチバス 

採捕時期 平成 22 年(2010 年)6 月 17～19 日 

採捕場所 ワンドにて確認した産卵場 

実施主体 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所 

実施状況 

 

・産卵期に産卵床を確認し、産卵床破壊や親魚捕獲を行いその経過を確認した。 

・確認した産卵床に対して、踏みつぶしによる産卵床破壊や小型三枚網の引きずりによる産

卵床破壊を行い、それに対して親魚の行動や在来魚による卵の被食について観察を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査地点】 

大正橋付近のワンド全域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認された産卵床 踏みつぶしによる産卵床破壊 

 

瀬(平瀬) 

大正橋付近ワンド 

マーカー 

観察者 

調査地点イメージ 

調査順序イメージ 

親魚捕獲

破壊翌日観察
産卵床確認

産卵床破壊・

観察

 

 

 
 

 

 

 

破壊後観察
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実施状況  

【産卵床確認地点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 3 箇所の産卵床において実施した。 

実施結果 ・作業時の親魚の行動の確認は以下のとおりであった。 

・産卵床破壊前は、産卵床を観察していると親魚が周辺を徘徊する。 

・産卵床破壊直後、親魚がすぐにクリーニングを行う。親魚は周辺を徘徊しつつ、何度も産

卵床に戻ってくる。 

・産卵床破壊の翌日も、親魚は破壊された産卵床の周辺を徘徊している。調査者が近づく

と、どこかに行ってしまう。 

・調査期間中は在来魚による卵の被食はみられなかった。 

・よって、産卵床の破壊だけでなく、親魚の捕獲を行うことが効果の高い駆除につながると考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産卵床の保護親魚 

 

特記事項 産卵床の確認作業が必要であり、透明度の高い場所が実施しやすい。 

コクチバス産卵床確認地点(図中の黄色丸印) 
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(繁殖期の駆除対策方法：産卵床破壊(干し出し)) 

◇ 事例 1-2：三春ダム(湖沼)8)                                                      

採捕対象 オオクチバス 

採捕時期 産卵期 

採捕場所 ダム湖周辺 

実施主体 三春ダム管理所 

実施状況 ・産卵期に水位の段階的低下により、産卵床の干し出しにより、産卵床破壊を実施した。 

 

 

 

実施結果 ・5 科 17 種 個体数 2,164 個体。(下表) 

・ブルーギル 839 個体、オオクチバス 72 個体が採捕。 

 

特記事項 特になし。 

 

 

捕獲結果 
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(繁殖期の駆除対策方法：産卵床破壊(干し出し)) 

◇ 事例 1-3：灰塚ダム(湖沼)9)                                                       

採捕対象 オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 平成 19 年(2007 年)5 月 24 日 

採捕場所 灰塚ダム湖内 

実施主体 灰塚ダム管理所 

実施状況 ・貯水位を平常時より約 70cm 低下により産卵床を干し出した。 

・干し出せなくても水位低下で確認されやすくなった産卵床に覆土で産卵床を破壊した。 

 

干し出されたオオクチバス産卵床 

 

 

実施結果 ・オオクチバス、ブルーギルの産卵床の干し出し計約 200 箇所確認。 

・貯水位低下 1 日目で卵は乾燥して死滅。 

・水位低下により、親魚が産卵床保護を放棄したため、他魚種により卵が捕食。 

 

 

 

 

 

 

 

特記事項 特になし。 

 

 

 

人工産卵床を利用した、3施設の水位調節によるオオクチバスの繁殖抑制の考え方 
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②親魚採捕(繁殖期の駆除対策方法) 

 

概要 ・産卵床を確認し、小型の刺網、もしくは釣りや投網で保護オス親魚を採捕する。親魚を採

捕すれば、卵は捕食されるか、水カビにより死亡するとしている。 

採捕対象 ・コクチバス、オオクチバス、ブルーギルの産卵親魚、および卵に有効 

採捕時期 ・繁殖期 

採捕場所 

事例 

・産卵場所 

・河川内では、水深が浅い場所、流れのないところなど 

・2-1 福島県外来魚駆除マニュアル(河川版) 河川 

・2-2 伊豆沼・内沼 湖沼 

・2-3 阿武隈川 河川 

・2-4 阿武隈川 河川 

特記事項 ・小型三枚網は独)中央水産研究所、長野県内水面水産試験場、福島県内水面水産試験

場により、青木湖、木崎湖、阿賀川、阿武隈川などで実地試験が行われ良好な成果が得

られている。 

・釣獲は、阿武隈川において、産卵床周辺で行われ良好な成果が得られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親魚採捕に使われる小型三枚網や釣竿など 
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(繁殖期の駆除対策方法：小型三枚網) 

◇ 事例 2-1：福島県外来魚駆除マニュアル(河川版)3)                                                 

採捕対象 コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 5 月中旬～6 月下旬、ブルーギルはそれより 1 ヶ月後。 

採捕場所 ・泥がたまっていない砂礫底、障害物の近く、緩やかな流れなど外来魚の産卵条件を満たす

場所。 

実施主体 福島県内水面水産試験場 

実施状況 ・産卵床を確認後、産卵の有無を確認した。卵が存在した場合は、小型三枚網を産卵床の

真上に設置した。 

・数分から 1 時間でオスが網にかかる。 

・卵は放置してもかまわない(在来魚に捕食されることが知られている)。 

 

小型三枚網設置状況 

 

 

実施結果  

 

コクチバスの採捕状況 

 

 

特記事項 ・コクチバス、オオクチバスの 2 歳魚やブルーギル小型オスの採捕では、内網目合を 4cm に

すると対応可能。 

 

 

資
料
編 

④
外
来
魚
の
活
動
時
期
別
の
駆
除
対
策
方
法 



 

205 

(繁殖期の駆除対策方法：小型三枚網) 

◇ 事例 2-2：伊豆沼・内沼(湖沼)4)                                                    

採捕対象 オクチバス、ブルーギル 

採捕時期 産卵期 

採捕場所 設置した人工産卵床の付近 

実施主体 財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 

実施状況 ・設置した人工産卵床に、卵あるいは親魚の存在を確認した場合、小型の刺網を産卵床上

部に、小型三枚網を設置した。 

 

 

実施結果 ・人工産卵床による、産卵床除去の補足として、小型三枚網による親魚の採捕を実施した。 

・またはルアー釣りにより、親魚を採捕した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小型三枚網での親魚採捕状況(オオクチバス) 

 

 

特記事項 ・設置個所が分かるように、ペットボトルなどの目印を付けておく。 

・なお、同財団は平成 21 年(2009 年)2 月に、オオクチバスのオスの胆汁にはメスを誘引する

効果があることを発表した。 

・オスから採取した胆汁を水に溶かしペットボトルに入れ、小穴から少しずつ流れ出す装置を

作り、平成 20 年(2008 年)春の産卵期に十数セットを 21 日間、伊豆沼に設置。装置の前に

は刺網を仕掛けた。 

・その結果、60 個体のメスが網にかかった。これほどのメスを捕獲したことはなく、メスの駆除

は稚魚の減少に直結するため、非常に有効と考えられている。 

 

 

 

(財)宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団
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(繁殖期の駆除対策方法：小型三枚網) 

◇ 事例 2-3：阿武隈川(河川)                                                       

採捕対象 コクチバス 

採捕時期 平成 22 年(2010 年)6 月 17～19 日 

採捕場所 設置した人工産卵床の直上、産卵適地と予想される場所 

実施主体 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所 

実施状況 ・目視で確認した産卵床上、もしくは仔魚の確認地点に設置 

・産卵適地と考えられるブロックの際に設置 

 

 

実施結果 ・計 3 箇所の産卵床に仕掛けたところ、1 箇所で親魚を採捕。1 箇所で網にかかるが外れたと

考えられた。 

・産卵適地と考えられる場所計 5 箇所に設置したところ、1 箇所で親魚を採捕した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小型三枚網での親魚採捕状況(コクチバス) 

 

 

特記事項 ・産卵適地と考えられる場所に一晩設置したところ、1 地点で混獲が生じた(ゲンゴロウブナ 1

個体、ギギ 2 個体)。 
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(繁殖期の駆除対策方法：釣獲) 

◇ 事例 2-4：阿武隈川(河川)                                                       

採捕対象 コクチバス 

採捕時期 平成 22 年(2010 年)6 月 17～19 日 

採捕場所 ワンドで確認した産卵床周辺、産卵適地周辺 

実施主体 財団法人 リバーフロント整備センター 

実施状況 ・踏みつけによる産卵床破壊を試みた地点で、産卵床破壊後も親個体が産卵床跡に執着し

ていたため、釣りによる親魚捕獲を実施した。 

・また、産卵が可能であり大型魚が生息している可能性が高い淵で同時期に調査を行った。

・釣りは、大型魚駆除効果が高いとされている生き魚を用いた方法で行った。 

 

 

 

 

 

 
 

産卵床周辺で観察者が確認中      観察者の横で親魚釣獲調査を実施 

 

実施結果 ・伸べ竿 5.4m、仕掛け：市販浮き釣り仕掛け(ブラックバス用)、餌：生き魚(現地採捕の生き

魚)。 

・産卵床の保護親魚は、3 個体中 2 個体釣獲できた。 

・これらの個体は観察者が近寄っても活発に餌を追った。 

・別の地点(淵の捨て石周辺)で体長 40cm を越える個体も釣獲された。 

 

 

 

 

 

 

 

観察者の横で産卵床保護親魚を採捕      釣獲された大型個体 

 

特記事項 ・産卵床を保護する親は、餌の生き魚にきわめて強い攻撃性をみせた。 

・釣獲した保護親魚(写真左上)には網の跡があり、状況的に前日の調査で小型三枚網から

逃げた個体であると考えられた。 

・やや元気のない生き魚でも、動かすことによって体表が反

射し、バスへのアピールになっているようであった。 

・生き魚は弱りやすいため、おとり鮎用のビクの使用などが有

効と考えられた。 

 

 

参考文献 片野修(2009)生き魚を餌として用いるオオクチバスの釣り方とその駆除効果 

体表が反射する水中の生き魚 
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③仔稚魚採捕(繁殖期の駆除対策方法) 

 

概要 ・ブラックバス類の仔稚魚は、浮上後間もない時期に、群れを形成している稚魚を目視確認

し、網(タモ網、サデ網など)ですくい取って採捕する。 

・エンジンポンプで浮上前の仔魚も含め吸引して採捕した事例もある。 

採捕対象 オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 繁殖期 

採捕場所 産卵場所 

事例 ・3-1 伊豆沼・内沼 湖沼 

・3-2 阿武隈川 河川 

特記事項 ・全長 30mm 前後になると、遊泳力が増し、捕獲困難になることから、浮上前稚魚の段階で、

サデ網などを用いて大量捕獲することが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稚魚採捕の適期イメージ 

 

 

 

 

 

孵化仔魚は砂礫

の間に潜む 
保護親魚 
(オス親) 

水面 

浮上前稚魚 

浮上稚魚 

オオクチバスの場合：
産卵より 2、3週間後 

オオクチバスの場合：
産卵より 3、4週間後 

稚魚採捕の適期 
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(繁殖期の駆除対策方法：仔稚魚採捕) 

◇ 事例 3-1：伊豆沼・内沼(湖沼)4)                                                    

採捕対象 オオクチバス 

採捕時期 5 月初旬～6 月下旬、水温が 15～16℃になれば有効 

採捕場所 ・岸際の水深 30～80cm の場所 

・主に産卵場として利用されている砂礫の多い岸辺 

実施主体 財団法人 伊豆沼・内沼環境保全財団 

実施状況 ・水深の浅い場所で、数人で囲い込むようにしてサデ網(三角網)で稚魚をすくい取った。 

・水深が 1m 以上あるところでは、柄付きのタモ網を用いて、船上からすくい取った。 

 

1 箇所に挟み込んでの稚魚すくい状況 

 

 

実施結果 ・採捕により多くの稚魚が駆除されている。 

 

 

採捕されたオオクチバスの稚魚 

 

 

特記事項 特になし。 

 

高橋清孝 
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(繁殖期の駆除対策方法：仔稚魚採捕) 

◇ 事例 3-2：阿武隈川(河川)                                                         

採捕対象 コクチバス 

採捕時期 5 月初旬～6 月下旬 

採捕場所 ・岸際の水深の浅い護岸、異形ブロック周辺 

・岸際の植物帯周辺 

実施主体 国土交通省東北地方整備局福島県河川国道事務所 

実施状況 ・障害物周辺で、目視で仔稚魚を確認してタモ網ですくい取った。 

・コクチバス仔稚魚は黒色であり、水面付近のものは容易に確認できる。 

 

障害物周辺での稚魚すくい状況 

 

 

実施結果 ・多くの仔稚魚が捕獲されたが、オオクチバスのような群れでの遊泳がみられないた  め、

障害物周辺の個体を丹念に採捕していくのがよいと考えられた。 

 

採捕されたコクチバスの稚魚 

 

 

特記事項 特になし。 
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(繁殖期の駆除対策方法) 

●参考 ④人工産卵床の設置・除去                             

 

概要 ・人工産卵床を設置して、メス親魚をおびき寄せて産卵を促し、産卵床ごと産着卵を回収す

ることで産卵床を除去する。 

・透明度の低い水域では、オオクチバスの産卵床をみつけることが難しいのでそのような場

所に適している。 

・装置は安価で簡単にでき、在来魚など他の生物への影響も無い。 

採捕対象 ・オオクチバス 

採捕時期 ・繁殖期 

採捕場所 ・産卵場所 

事例 ・参考事例-1 伊豆沼・内沼 湖沼 

・参考事例-2 灰塚ダム 湖沼 

特記事項 ・産卵基質が少ない伊豆沼・内沼では、非常に高い効果が発揮されている。 

・産卵基質が豊富に存在する水域(礫河床など)では、モデル事業水域として実施された琵琶

湖(野田池)、藺牟田池の事例にみられるように駆除効果が少ないことが明らかになってい

る 10)。 

・灌漑用のため池など水深が大きな箇所では、湖岸からの吊り下げ式とすることで、効果がみ

られている。ただし、湖底の障害物の存在を勘案した大きな水位の変動に対応できること

が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人工産卵床の設置 

 

 

水面 

目印用ペットボトル 
発砲スチロール浮子

持ち上げ用の取手 

砕石 

親魚 

産着卵 
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(繁殖期の駆除対策方法：人工産卵床の設置・除去) 

○参考事例-1：伊豆沼・内沼(湖沼)4)                                                     

採捕対象 オオクチバス 

採捕時期 5 月初旬～6 月下旬、水温が 15℃～16℃になれば有効 

採捕場所 砂地で障害物の少ない場所。近くに礫が多いと産卵率は低下する。 

実施主体 財団法人 伊豆沼・内沼環境保全財団 

実施状況 ・外枠の箱にカバーを三方に張り、産卵基質の砕石を敷き詰める。 

・上記の人工産卵床を、産卵の始まる前に産卵場付近に設置。 

・水深は 1m 以下、間隔は 5～6m あけて設置。 

・設置後は定期的に確認を行い、親魚は小型の刺網を産卵床上部に設置するか、ルアー釣

りで捕獲し、卵は人工産卵床を回収し、産み付けられた石を洗浄処理して除去している。 

 

   

外枠の箱とカバー         基質：砕石(直径 40mm 前後) 

 

 

実施結果  

 

人工産卵床設置個所に浮かべている目印のペットボトル(伊豆沼) 

特記事項 ・人工産卵床を使用し、受精卵を回収することで産卵を無効化することが主目的である。 

・ブルーギルが人工産卵床を使用した事例もある。 
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(繁殖期の駆除対策方法：人工産卵床の設置・除去) 

参考事例-2：灰塚ダム(湖沼)9)                                                      

採捕対象 オオクチバス 

採捕時期 平成 17 年(2005 年)～平成 18 年(2006 年) 

4 月中旬～7 月中旬にモニタリングを実施した。 

採捕場所 ・水が溜まった際、水深 0.5～2.0m となる箇所に人工産卵床を設置。 

・翌年の産卵期にモニタリング調査を実施。 

実施主体 灰塚ダム管理所 

実施状況 ・人工産卵床設置後、人工産卵床は引き上げ、産卵しているか確認した。 

 

人工産卵床引き上げ           吸引機での人工産卵床清掃 

 

実施結果 ・人工産卵床 100 箇所程度設置 

 

 

人工産卵床設置(湛水後の水深は 0.5～2.0m) 

 

・平成 17 年度(2005 年度)100 箇所設置。平成 18 年度(2006 年度)は人工産卵床への産卵

は未確認。 

 

特記事項 ・平成 18 年度(2006 年度)、人工産卵床への産卵が未確認であったのは、ダム湖内にオオク

チバスの産卵に適した場所が多数あるためと考えられる。 
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（３）活動停滞期の駆除対策方法 

活動停滞期において考えられる駆除対策について以下に示す。 

 

表 8 活動停滞期における対策方法(再掲) 

対策方法 実施状況写真 事例 

①電気ショッカー 

(電撃捕魚器) 

 

1-1 阿武隈川 p.216 

1-2 鏑川 p.217 

 

②電気ショッカーボ

ート 

 

2-1 皇居 p.21911) 

参考 

③氷上追い込み採

捕 

コラム 雄物川 p.103 
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①電気ショッカー(活動停滞期の駆除対策方法) 

 

概要 ・電気ショッカー(電撃捕魚器)は、水中に電気を送る装置で、痙攣・気絶した魚をタモ網など

で採捕する。 

・阿武隈川においては、河岸の異形ブロック周辺など、障害物の周りで多く採捕されている。

・足音や人影に敏感な大型個体の採捕は少なく、基本的に当歳魚が対象となる。 

採捕対象 ・コクチバス、オオクチバス、ブルーギルの成魚 

採捕時期 ・冬季は多くがポールの届かない深場に移動するためか採捕実績が少ない。 

採捕場所 ・障害物の周囲 

事例 ・1-1 阿武隈川 河川 

・1-2 鏑
かぶら

川
かわ

 河川 

特記事項 ・混獲された在来魚に背曲がりなどさまざまな影響をもたらすことが報告されており、その使

用には注意を要する。 

・地方の条例などによって使用が許可されない場合もあるため、使用にあたっては、事前に

十分確認する必要がある。 

・採捕者は必ず絶縁性の高いゴム手袋などを着用し、感電しないよう配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気ショッカーによる採捕 
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(活動停滞期の駆除対策方法：電気ショッカー) 

◇ 事例 1-1：阿武隈川(河川)                                                    

採捕対象 コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 平成 20 年(2008 年)1 月 19～23 日 

採捕場所 ワンド、樋門排水路、護岸・水制など 

実施主体 国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所 

実施状況 ・冬季に、障害物周りを中心に、背負い式電気ショッカーで採捕を実施した。 

 

   

電気ショッカーによる採捕状況 

 

実施結果 ・背負い式電気ショッカー1 台(400Ｗ×50Hz) 

 

電気ショッカーによる捕獲を行った冬季のワンド 

 

・8 箇所の採捕でコクチバス計 40 個体、オオクチバス計 6 個体、ブルーギル計 13 個体を採

捕 

 

 

特記事項 ・投網、タモ網、刺網と比較して採捕個体数が最も多かった。 
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(活動停滞期の駆除対策方法：電気ショッカー) 

◇ 事例 1-2：鏑川(河川)                                                         

採捕対象 コクチバス、オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 平成 23 年(2011 年)1 月 19 日 

採捕場所 ワンドの異型ブロック下 

実施主体 群馬県水産試験場、烏川内水面漁業協同組合 

実施状況 ・冬季に、ワンド内の異型ブロック周辺を中心に、背負い式電気ショッカーで駆除対策を実

施した。 

・背負い式電気ショッカー2 台(400Ｗ×50Hz)、護岸沿いにブロックネット(目合 5mm)を設置し

た。 

  

電気ショッカーによる採捕状況 

 

 

実施結果 ・オオクチバス計 4 個体、ブルーギル計 2 個体を採捕した。 

・個体の採捕箇所は、護岸ブロックの奥深くであった。 

・当該水域にはコクチバスが確認されているが、本駆除対策では確認されなかった。 

 

冬季の電気ショッカーによる採捕個体 

 

特記事項 ・本川の水温が 2.6℃と低かったのに対し、ワンドの奥は伏流水が生じ、6℃と高かった。 

・採捕個体数は少なかったものの、駆除対策は、NHK や上毛新聞社などのマスコミの取材を

受けて行われており、河川内における外来魚問題についての高いPR効果を発揮できたと

考えられる。 
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②電気ショッカーボート(活動停滞期の駆除対策方法) 

 

概要 ・欧米の調査では大容量の電気ショッカーを船に搭載した電気ショッカーボートが利用され

ている。電気ショッカーボートは国内に数台あり、この船を使った外来魚の駆除が、皇居や

五稜郭などで実施され、高い効果を発揮している。 

採捕対象 ・コクチバス、オオクチバス、ブルーギルの成魚～未成魚 

採捕時期 ・冬季が有効であるが、春季、秋季にも実施されている。 

採捕場所 ・大水深の止水域 

事例 ・2-1 皇居 湖沼 

特記事項 ・電気ショックの有効範囲は、皇居の事例において電極から半径 2m 程度とされている。また水

深 2m 程度でも水の透明度がよければ感電しているのが確認できる。 

・水温は 8～13℃で採捕しやすいとされている。 

・皇居では、産卵床の上に電極がくると、生まれたばかりの仔魚が塊になって浮いてくるとさ

れている。 

・電気ショックを受けた個体が水底に沈んでしまうケースもあり、この場合は回収困難となる。 

・電気ショッカーと同様、在来魚にもさまざまな影響をもたらすことが報告されており、その使

用には注意を要する。また地方の条例などによって使用が許可されない場合もあるため、

使用にあたっては、事前に十分確認する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気ショッカーボートによる採捕 
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(活動停滞期の駆除対策方法：電気ショッカーボート) 

◇ 事例 2-1：皇居(湖沼)11)                                                  

採捕対象 オオクチバス、ブルーギル 

採捕時期 平成 18 年度(2006 年度)～(現在は 4,11,12,3 月に実施しているが、年によって実施時期は

異なる) 

 

採捕場所 皇居外苑濠 

実施主体 環境省自然環境局皇居外苑管理事務所 

実施状況 ・石垣際を 3～8 回程度周回して外来魚を連続採捕して駆除するとともに、その捕獲数をもと

にプログラム「CAPTURE」を使い生息個体数と駆除効率の推定を実施している。 

・日比谷濠ほか 7 濠で実施している。 

・採捕は石垣の周りで実施し、中心部は採捕されにくいので実施しない。 

   

採捕状況               電気ショッカーボートの搬入 

 

実施結果 ・電気ショッカー(2,5GPP 型)2 台(最大出力 2,500W) 

  

採捕結果(日比谷濠)         在来種を種数別に数える(日比谷濠) 

 

・平成 23 年度(2011 年度)、採捕水域全域で、ブルーギル計 4,492 個体が採捕された。 

・オオクチバスは採捕されなかった。 

特記事項 ・平成 19 年度(2007 年度)は採捕水域全域で、オオクチバス 707 個体、ブルーギル 56,499

個体が駆除されている。 

 

 

 

資
料
編 

④
外
来
魚
の
活
動
時
期
別
の
駆
除
対
策
方
法 


	資料編
	②河川形態の解説
	（１）河川形態
	（２）瀬・淵の区分方法

	③外来魚の駆除対策事例
	④外来魚の活動時期別の駆除対策方法
	（１）活動期の駆除対策方法
	（２）繁殖期の駆除対策方法
	（３）活動停滞期の駆除対策方法




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




